
別記様式（第 14 条関係） 

附属機関等会議録 

令和５年３月10日  

会 議 の 名 称 令和４年度  第２回島田市文化財保護審議会  

開 催 日 時 
                10 時 00 分から 
令和５年３月１日(水曜日) 
                12 時 00 分まで 

開 催 場 所  島田市博物館工作室  

会 議 の 議 題  

《報告事項》  

●令和４年度 文化財事業の実績について 

●令和５年度 文化財事業の計画について 

●川会所（建物）の変遷について 

●文化財保存活用地域計画の策定状況について 

会議の公開又は全

部若しくは一部の

非公開の別 

 公開  ・ 非公開（ 全部 ・ 一部 ） 

会議の全部又は一

部の非公開の理由  
 

公 開 の 場 合 の 
傍 聴 人 の 数 

なし  

出 席 者 の 氏 名 等  

委員：又平副会長、杉山委員、杉浦委員、柿本委員、中村委員、菅委員 

事務局：又平課長、萩原係長、大谷係長、篠ケ谷主任学芸員、飯塚主任、 

坂巻学芸員、岩﨑学芸員、佐藤会計年度任用職員 

会 議 の 結 果  

〈報告事項〉 

●令和４年度文化財事業の進捗状況について 資料１ 

博物館課事業について、下記のとおり報告を行った。 

１． 一般文化財について 

島田市内 91 件の指定文化財（国・県指定含む）の保存管理事

業について 

① 島田市文化財保存費補助金 

・県指定文化財「智満寺中門、薬師堂、仁王門保存修理等事

業」補助金 ３棟茅屋根の葺き替え工事、仁王門耐震診

断及び耐震補強工事 

・智満寺、静居寺、医王寺、天徳寺、長谷川家長屋門、河村

家住宅の防災設備保守に対する補助金 

・県指定無形文化財島田帯祭の大名行列保存管理事業補助

金(大鳥毛、挟箱、蛇の目傘(大奴)等道具修理及び新調) 

② その他 

・シロアリ防除事業（５年に一度実施：川越遺跡・旧桜井家

住宅） 

・県指定文化財 安田の大シイ剪定事業、アベマキ（初倉）

の剪定事業 

・カタクリ園開園予定 ３月下旬 

２．史跡整備について 

①国指定史跡諏訪原城跡史跡整備事業 



②国指定史跡島田宿大井川川越遺跡史跡整備事業 

３． 埋蔵文化財について 

    ①茶樹改植・個人住宅の遺跡の有無に伴う確認及び発掘調査 

    ②大規模開発に伴う本発掘調査事業 

    牛尾山地区工業団地：縄文住居、弥生住居、方形周溝墓、円

形周溝墓の本発掘調査 

４． 啓発活動について 

    ①出前授業・講座・現地説明会など 

    ②展示・公開事業の実施 

５． 諏訪原城跡プロモーション事業 

①諏訪原城フォトコンテスト 

②諏訪原城限定御城印「牧野城」御城印特別販売 

③諏訪原城応援隊イベント 

④お城ＥＸＰＯ出展 

６． 川越遺跡賑わい創出事業 

Ｒ４の川越し街道賑わい創出事業（ソフト事業）を実施 

１.遺跡 de マルシェ 

２.和菓子バルの開催 

３.写真撮影会場としての提供 

４.夜間の川越遺跡の活用 

５.その他のイベントの開催 

７． 市史編さん事業について 

市内に存在する古文書等歴史資料の調査及び古文書目録の作

成 

 

【委員からの意見、質疑応答】 

種月院のナギについて（意見） 

＜委員から＞ 

・ナギの枝の頂上が枯れている。下から登る通路が新たに舗装されて

いた。道路舗装による影響かは不明確だが、立地環境が狭いので、

木の根を痛めると枝先や幹の頂上が痛む。根が痛んだため、その影

響で枝先が痛んでいると考えられる。 

・樹木は環境変化を与えると如実に影響が出る。建物とは異なり、樹

木は生きているため生育環境を注視しないと、種月院のナギのよう

に知らぬうちに根を痛めてしまう事態になりかねない。 

（事務局）天然記念物の管理は、地元でも対応が難しいという話を聞

いている。今後は管理状況を聞いていかなければならないと感じて

いる。 

・アベマキは十数年前に幹が割れて二俣になっている。現在これを修

復しようと、樹勢を回復しているところ。割れた方の幹の部分の回

復がまだできていなく、こちらの方の枝は剪定しない方がいい。周

辺から「巻き込み」という回復行為が行われている途中なので、そ

れに必要な栄養分が取れなくなるので注意していただきたい。 

（事務局）今後、気を付ける。 



 

令和４年度イベント来場者数について（質問） 

＜委員から＞ 

・大学生や若者とイベントでコラボするのは良い。若者も学校だけで

なく、「社会に役立つ経験」が学ぶ原動力になると思う。 

配布資料内「R４その他のイベント」の参加人数はそれぞれ何人か？ 

（事務局）それぞれ10人～20人程度 

 

以上の報告と質疑応答を行い、委員からの了承を得た。 

 

●令和５年度文化財事業の計画について 資料２ 

博物館課事業の計画について、下記のとおり報告を行った。 

１．一般文化財について 

島田市内 91 件の指定文化財（国・県指定含む）の保存管理事

業について 

次年度、代表的な事業  

  【島田市文化財保存費補助金】 

・県指定文化財「静居寺経蔵屋根保存修理等事業」補助金 

工事内訳：屋根瓦及び下地材等の保存修理工事 

   ・長谷川家長屋門の修理、シロアリ防除対策 

   例年事業  

  【島田市文化財保存費補助金】 

   ・智満寺、静居寺、医王寺、天徳寺、長谷川家長屋門、河村家

住宅の防災設備保守に対する補助金 

【樹木・植栽管理】 

   ・市内指定史跡等の草刈等 

川越遺跡、諏訪原城跡、菊川坂石畳など 

   ・天然記念物樹木の管理委託料 

・慶寿寺シダレザクラ、井口のたり松保存管理 

２．史跡整備について 

①諏訪原城跡史跡整備事業 

②島田宿大井川川越遺跡史跡整備事業 

３． 埋蔵文化財について 

①茶樹改植・個人住宅の遺跡の有無に伴う確認・本発掘調査事

業(国庫・県費補助) 

②大規模開発(牛尾山地区工業団地事業計画)に伴う報告書等

作成事業(島田市土地開発公社からの受託事業) 

４．  啓発活動について 

①出前授業・講座・現地説明会など 

②展示・公開事業の実施 

５． 諏訪原城跡プロモーション事業 

１.諏訪原城応援隊イベント 

２.諏訪原城限定御城印「牧野城」御城印特別販売 

３.お城ＥＸＰＯ出展 



６． 川越遺跡賑わい創出事業 

１.遺跡 de マルシェ 

２.プロジェクションマッピング ＆ 遺跡 de マルシェ 

３.第５回 和菓子バル 

４.無人駅の芸術祭 2023 会場 

７． 市史編さん事業について 

市内に存在する古文書等歴史資料の調査及び古文書目録の

作成を行う 

以上の報告を行い、委員からの了承を得た。 

 

●川会所（建物）の変遷につい        資料３ 

資料に基づき、説明を行った。 

川会所移築について（質問） 

＜委員から＞ 

・宿方明細書上帳は現在どこに保存されているのか？ 

（事務局）原本は見当たらない。写真とコピーは存在する。 

・川会所移築の際、現状の建物がそのまま移築されるのか？ 

（事務局）そのまま移築される 

・川会所の床は高いが、あれは昔から高いのか？どのような意図で床

が高く作られたのか？ 

（事務局）立面図で確認し、床の高さを確認してみる。 

＜委員から＞ 

・現在の川会所正面の障子２枚は平面図に当てはまる？ 

（事務局）写真の障子上の漆喰の壁がそれぞれ一間ずつの幅となり、

平面図の間数に当てはまる。 

 

以上の報告と質疑応答を行い、委員からの了承を得た。 

 

●文化財保存活用地域計画の策定状況について 資料４ 

 

以上の報告を行い、委員からの了承を得た。 

 

提出された資料等 

資料１：令和４年度文化財事業の進捗状況について 

資料２：令和５年度文化財事業の計画について 

資料３：川会所（建物）の変遷について 

資料４：文化財保存活用地域計画の策定状況について 

会議を所管する課

の名称 
島田市観光文化部博物館課 

その他必要な事項 
 

 

 


